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	英語科
	題材をテーマにコミュニケーションを通して教科の本質に迫る
	本校英語科が捉える「教科の本質」
	本校の英語科では、これからの国際社会の中で、生徒がよりよく生きていくために必要な力を身に付け高めていくことを教科の本質と捉えている。具体的には三つの項目が挙げられる。
	国際社会を生き抜くための発信力を身に付けること
	相手意識をもち、自分の言葉で思いや気持ちを表現する力を高めること
	生徒それぞれの価値観や視野を広げること


	エシカルレベルをチェック
	自分のエシカルレベルを伝え合う
	自分のエシカルレベルを“high,average,or low”から選択し、その理由を表現します。経験に頻度を加えて説明することを求められた生徒は、適した時制の選択という視点を考慮しながら自らの理由を伝え合います。

	授業を終えて
	文法を日常会話の場面で使うことによって、どんな場面で、どのようなニュアンスで使うのかがよくわかった。また、友達の文章をよく見ることで、よい点を参考にすることできた。
	授業前は「エシカル」という言葉さえ知らない生徒がほとんどであった。しかし、学習を進めるにつれて、今までファッションに興味のなかった、または今も興味がない生徒たちも、ファッションに潜む世界的な問題やその解決には自分の普段の行動が関わってくることに徐々に気付いてきたように感じる。 （授業者　実践報告書より）


